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問題 

世界及び日本においてうつ病は増加傾向を辿っている（NIMH（National Institute 

of Mental Health，2017；厚生労働省，2017）。うつ病は患者のみならず周囲へも影響

を及ぼすことがいわれている。こうした背景から近年，うつ病の診断名（以下，うつ病

ラベル）がある抑うつ者と他者のコミュニケーションの相互作用について研究が行われ

ている（三道，2016；鴨志田，2020）。しかし，三道（2016）や鴨志田（2020）は，う

つ病ラベルが言語コミュニケーションなどの対処行動へ与える影響の検討に留まって

おり，認知に与える影響が明らかでない。Weiner（1988）や小野寺（2008）は病名に

対する他者の責任帰属過程を調査し，うつ病においては，非難に繋がる認知過程を辿っ

ているにも関わらず，対処行動においては非難が表出されないことを結果の一部にて示

している。また，小野寺（2008）は関係性（自己・知人・家族）における病気への帰属

認知を検討し，自己に近づくほど，責任帰属過程及び感情行動の各得点が高くなること

を示している。以上から，うつ病ラベルがあると，うつ病ラベルがない場合と比べて，

関係性が自己に近づくほど，責任過程及び感情反応も高くなるが，対処行動は支援的な

ものが選択されると推測する。 

 

目的 

本研究では，抑うつ的な他者から卒論の進捗について相談される場面を想定し，その

際の抑うつ的な他者へのうつ病ラベルの有無，他者との関係性が初対面，友人，家族の

違いが，対象者の評価する原因帰属，原因帰属次元，感情，行動反応という責任帰属過

程の各ステップに与える効果を検討した。分析として，相談内容に対するうつ病ラベル
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（有・無）を被験者間要因，関係性（初対面・知人・家族）を被験者内要因とした，二

要因混合計画の分散分析を行った。仮説Ⅰとして，関係性に関わらず，うつ病ラベル有

群は，うつ病ラベルなし群と比べて，原因帰属項目である「病気」，行動反応項目であ

る「休養を促す」得点が有意に高くなる，と設定した。仮説Ⅱとして，うつ病ラベルに

関わらず，初対面，友人，家族の順に，帰属次元項目である「深刻度」「統制可能性」「罹

患責任性」「回復責任性」，感情反応項目である「怒り」，「同情」が有意に高くなる，と

設定した。仮説Ⅲとして，うつ病ラベル有群において，初対面，友人，家族の順に「病

気」，「深刻度」「統制可能性」「罹患責任性」「回復責任性」が有意に高くなり，「怒り」，

「同情」が有意に高くなる，「休養を促す」得点が有意に高くなる，と設定した。 

 

方法 

１）回答者と実施方法 

クラウドソーシングサービス（Crowd Works）による Web 調査において，参加者を

求めた。調査の協力意志を示した 18 歳から 24 歳の大学生 348 名を対象に，Web 調査

による実験を行った。得られたサンプルのうち，増田ら（2019）による Web 調査にお

ける回答の質に関する操作チェック項目により質が低いと評価されたもの，対象者の抑

うつ重症度 BDI-II の合計得点について中等症を示す 20 点以上であったものを除外し

た，女性 91 名，男性 90 名，合計 181 名（M=21.4，SD=±2.2）を分析対象とした。 

 

２）調査内容 

①フェイスシート 

性別，年齢，自由記述回答による学部専攻の回答項目を設けた。 

②BDIⅡ（小嶋・古川，2003） 

対象者の抑うつ度によるスクリーニングを目的とし，小嶋・古川（2003）が作成した Beck 

Depression Inventory Second edition （BDI-II; Beck, Steer, & Brown, 1996）日本語

版を使用した。 

③帰属評価項目 

Weiner．B の帰属理論方法論及び小野寺（2002）の記述を参考に帰属評価項目を作成

した。問題の原因帰属項目は，大学生から収集した病気の原因を Weiner の原因次元か

ら整理した分類表（小野寺，2002）を参考に，本研究の想定法の文脈に沿って作成した。

具体的には，統制不可能／外的要因を「病気」，統制不可能／内的要因を「体調」，統制

可能／内的要因を「やる気」，統制可能／外的要因を「卒業論文に関すること」として

抜粋し，項目を作成した。対処行動項目は，鴨志田（2020）による項目，及び Weiner

研究に用いられている「援助行動」「否定的行動」を参考に，本研究の想定法の文脈に

沿って作成された。（１）問題の原因帰属項目（病気，体調，やる気，卒業論文に関する
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こと）（２）原因帰属次元項目（深刻度，統制可能性，罹患責任性，回復責任性（５）感

情反応項目（怒り，同情）（６）対処行動項目（休むようアドバイスをする，激励をす

る，卒論の工夫に関するアドバイスをする，アドバイスをしない）による合計 14 項目

とした。各項目は，小野寺（2002）に基づき，リッカート法 7 件法で回答を求めた。 

④操作チェック項目 

想定法の想起の質に関する操作チェック項目を設けた。操作チェックは，「相談事例の

場面と，場面における相談者の様子を想起して各回答をすることができましたか。「で

きた」～「できなかった」の中から選択してください」と教示し，各関係性の回答の最

後に設けられた。 

⑤うつの知識や関わりに関する項目 

対象者のうつ病の知識の有無について，「かなりある」～「全くない」の 5 件法で項目

を設けた。また，知識があると回答した対象者に対し，うつ病の知識で知っていること

を自由記述にて回答を求めた。その他，うつ病患者との関わった経験の有無をある，な

いの 2 件法で回答を求めた。最後に，うつ病に対するイメージについて自由記述で回答

を求めた。 

⑥調査回答の質向上のための質問項目（増田ら，2019） 

 クラウドソーシングサービスや Web 調査による対象者の回答の質を保つために，増

田ら（2019）による操作チェックを使用した。 

 

結果 

従属変数として，原因帰属項目である「病気」「体調」「やる気」「卒業論文に関するこ

と」，原因帰属次元項目として「深刻度」「統制可能性」「罹患責任」「回復責任」，感情反

応として「怒り」「同情」，行動反応として「休むようアドバイスをする」「激励する」

「卒論の工夫に関するアドバイスをする」「アドバイスをしない」，独立変数としてうつ

病ラベル（有／無）を被験者間要因，関係性（初対面／親しい友人／家族）を被験者内

要因とした，二要因混合計画の分散分析を行った。 

1） 原因帰属 

①病気：交互作用がみられ（F（2，178）=4.383，p<.001），うつ病ラベル有群における

関係性の単純主効果（F（2，178）=6.979，p<.001）が有意であった。うつ病ラベル有

群において，初対面の関係性よりも友人の関係性の方が有意に高く，うつ病ラベル有群

において，初対面の関係性よりも家族の関係性の方が有意に高かった。また，うつ病ラ

ベルの主効果（F（2，178）=26.160，p<.001），関係性の主効果（F（2，178）=7.673，

p<.01）がみられた。うつ病ラベル有群は，うつ病ラベル無群と比べて，得点が有意に高

かった。関係性においては，家族の関係性は，初対面の関係性と比べて有意に高かった。 

②体調：関係性の主効果（F（2，178）=8.989，p<.001）がみられた。家族の関係
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性は友人の関係性と比べて有意に高く，家族の関係性は初対面の関係性と比べて有

意に高かった。 

③やる気：うつ病ラベル，関係性の主効果，及び交互作用はみられなかった（F（2，

178）=1.702，n.s.）。 

④卒論：うつ病ラベル，関係性の主効果，及び交互作用はみられなかった（F（2，

178）=0.114，n.s.）。 

 

2） 原因帰属次元 

①深刻度：交互作用がみられ（F（2，178）=3.907，p<.05），うつ病ラベル有群におけ

る関係性の単純主効果（F（2，178）=，p<.01）が有意であった。うつ病ラベル有群に

おいて，初対面の関係性よりも友人の関係性の方が有意に高く，ラベル有群において，

初対面の関係性よりも家族の関係性の方が有意に高かった。また，関係性の主効果がみ

られた（ F（2，178）=7.509，p<.01 ）。家族の関係性は，友人の関係性と比べて有意

に高かった。家族の関係性は，初対面の関係性と比べて有意に高かった。 

②統制可能性：うつ病ラベルの主効果（F（2，178）=8.989，p<.05）がみられた。うつ

病ラベル有群は，うつ病ラベル無群と比べて有意に低かった。 

③罹患責任性：関係性の主効果（F（2，178）=5.239，p<.05）がみられた。家族の関係

性は，友人の関係性と比べて有意に低かった。家族の関係性は，初対面の関係性と比べ

て有意に低かった。 

④回復責任性：関係性の主効果（F（2，178）=6.857，p<.01）がみられた。家族の関係

性は，友人の関係性と比べて有意に低かった。家族の関係性は，初対面の関係性と比べ

て有意に低かった。 

 

3） 感情反応 

①怒り：うつ病ラベル，関係性の主効果，及び交互作用はみられなかった（F（2，178）

=1.090，n.s.）。 

②同情：関係性の主効果（F（2，178）=10.664，p<.001）がみられた。初対面の関係

性は，友人の関係性と比べて有意に低く，初対面の関係性は家族の関係性と比べて有意

に低かった。 

 

4） 行動反応 

①休養：関係性の主効果（F（2，178）=3.350，p<.05）がみられた。家族の関係性は，

初対面の関係性と比べて，有意に高かった。 

②激励：うつ病ラベル，関係性の主効果，及び交互作用はみられなかった（F（2，178）

=0.675，n.s.）。 
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③卒論：関係性の主効果（F（2，178）=5.191，p<.05）がみられた。初対面の関係性

は，友人の関係性と比べて有意に低く，初対面の関係性は，家族の関係性と比べて有意

に低かった。 

④アドバイスをしない：関係性の主効果（F（2，178）=3.523，p<.05）がみられた。初

対面の関係性は，家族の関係性と比べて有意に低かった。 

 

 

 

考察 

結果，仮説Ⅰにおけるうつ病ラベルについては，関係性に関わらず，うつ病ラベルが

ある他者から相談を受けた対象者は，うつ病ラベルがない他者から相談を受けた対象者

と比べて他者の相談内容の問題を「病気」と判断し，問題を「統制不可能」と帰属する

ことが示された。これは，本研究における相談内容よりも，提示されたうつ病ラベルの

方が，問題の原因を病気だと判断するよう影響を与えたことを示唆しているといえる。

また統制可能性が示された結果は，うつ病ラベルがあると，同じ抑うつ症状の相談内容

であっても，他者の捉える問題へのコントロール感が小さいことを示唆しているといえ

る。仮説Ⅱにおける関係性については，うつ病ラベルに関わらず，関係性が近くなるに

つれ（家族＞初対面），問題を「病気」「体調」と判断し，より「深刻度」が高く，「罹患

責任」「回復責任」が低く，「怒り」が低く「同情」が有意に高いこと，「休むようアドバ

イスをする」「論文が間に合うような工夫に関するアドバイスをする」「アドバイスをす

る」が有意に高いことが示された。関係性が近いほど，責任性を低く評価し，同情が生
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起され，より対処行動が生起されることが示されたといえる。他者においては関係性が

近くなるほど，他者への問題に関する責任帰属が甘くなり，対象者が他者の問題解決に

関わるようになるとも言い換えられるだろう。この点について，Hewstone（1989）は，

達成場面において児童集団を被験者にした実験を行い，内集団成員の失敗行動と外集団

成員の成功行動は「運」「課題」という外的な原因や「努力」など内的であっても不安定

な原因へ帰属することを示している。したがって，本研究においても，内集団に都合の

良いように原因帰属する自己奉仕帰属（セルフ・サービングバイアス）（Hewstone，

1989）が生じた可能性が考えられる。仮説Ⅲにおける，うつ病ラベルの有無と関係性の

違いの組み合わせが与える効果に関しては，うつ病ラベルがある家族と比べて，うつ病

ラベルがある初対面からの相談を受けた対象者は，問題を病気だと判断しない，深刻だ

と判断しないことが示された。したがって，家族にうつ病の診断がついた場合，周囲は

より深刻に捉え，より多くの心的負荷がかかる可能性もあると考えられるだろう。 

したがって，本研究から，うつ病ラベルがあると対象者は他者の問題を病気と捉え，

統制不可能だと判断するが，他者への責任性や問題の深刻度，感情，行動の選択は関係

性により変わることが明らかになった。 

 

本研究の課題と限界 

本研究ではサンプル数の少なさから，パス解析を用いてうつ病ラベルと関係性による

責任帰属過程モデルを検討することができなかった。今後は，サンプル数を増やし，対

象者のうつ病に対する知識や態度などの剰余変数も統制した上で，モデルの検討をする

必要がある。 
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